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〇 付属のソフト（VMS）をパソコンにインストールします。

‘はい’を選択し、以前のバージョンを

アンインストールします。

設定内容は削除しないよう、‘いいえ’を選択します。

’デスクトップアイコンを作成‘にチェックを入れ、

‘ネクスト’を選択します。

‘インストール’を選択します。

※以前のバージョンをすでにご使用の場合のインストール方法
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※初めてVMSソフトをご使用の場合のインストール方法

‘ネクスト’をクリック ‘ネクスト’をクリック

1 2

ソフトのインストールとレコーダーの登録1

※ソフトは弊社WEBサイトからもダウンロードできます。

https://www.digi-cube.jp/download/

ソフト名：VMS Proビュアーソフト (Windows 64bit用)



‘フィニッシュ’をクリックして完了します。インストールを開始します。
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〇 インストール後、ソフトを立ち上げるとパスワード設定画面が開きます。

※新規インストール時

パスワード（英数字）とパスワード確認を

入力し、 ‘ネクスト’をクリックします。

質問 1、2 を入力（英数字）し、

‘フィニッシュ’をクリックします。



日本語を選択・保存後、再起動します

ログイン後、デバイス管理から

デバイスを追加します。

パスワードを入力します。

ホーム画面でSystem Configを

選択します。

すべてのデバイスを選択します。

※ 初期の操作メニューは英語になります。ログイン後、Home Page > System Configから日本語を選択してください。

日本語に変更後は、一度ソフトを再起動してください。

〇 ソフトを立ち上げるとログイン画面が開きます。



〇 手動でデバイスを追加する方法

＋をクリック

※レコーダーのバージョン

・V8.2.2以前…ポート9000

・V8.2.2以降…ポート80

で接続できます。

をクリックして

修正できます。

任意の名称を入力任意の名称を入力任意の名称を入力任意の名称を入力

IPまたはまたはまたはまたはP2PIDを選択を選択を選択を選択

IPアドレスまたはアドレスまたはアドレスまたはアドレスまたはP2PIDを入力を入力を入力を入力

クライアントポートを入力クライアントポートを入力クライアントポートを入力クライアントポートを入力

初期値は、初期値は、初期値は、初期値は、adminです。です。です。です。

パスワードを入力パスワードを入力パスワードを入力パスワードを入力

項目を入力し、

追加をクリックします。

〇 自動検索からデバイスを追加する方法

自動検索から検索を

クリックします。

検索されたリストから追加したい

デバイスにチェックを入れ、

追加をクリックします。

ユーザー名とパスワードを

入力し、追加します。

〇 デバイスのバージョンに合わせて、接続可能なポートに変更します。



〇 ホームページから、メインビューをクリックしメインビューを開きます。

アクセスしたいレコーダーを指定し、ドラッグ＆ドロップでライブ映像を開きます。

メインビューを

クリックします。

レコーダーを指定し、

ドラッグ＆ドロップ

ペンマークをクリックして

編集します。

〇 カメラ名を変更することが可能です。

任意の名前に変更することで必要なカメラを選択することが容易になります。

カメラリスト表示

〇 カメラリストの表示・非表示を切り替えることができます。

任意の名前を入力します。

メインビュー全画面表示

マークをクリック

リモートアクセスと基本操作2



〇 ライブ画面の表示レイアウトを変更することができます。

1画面に拡大表示する場合は、画面を指定しダブルクリックします。

その他のレイアウトは画面下のメニューバーから表示方法を選択します。

レイアウト切り替え

メニューを開き、選択します。

〇 メニューバーから、下記の機能を操作することができます。

① 音声のオン/オフ ② チャンネル停止 ③ クルーズ ④ フレッシュモード

⑤ レイアウト ⑥ ビューを保存 ⑦ 全画面表示 ⑧ スマートアラート表示

⑨ スクリーンショット ⑩ 録画 ⑪ ズーム ⑫ トーク ⑬ タグ ⑭ 再生

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭



〇 ホームページから、リモート再生画面を開きます。

〇 チャンネルにチェックを入れ、ストリームタイプ・録画タイプを選択し、カレンダーから日時を

選択して検索します。

リモート再生を

クリックします。

検索をクリックするとタイムラインに録画データが表示されます。

録画タイプは、機能で選択するか、

機能の項目から詳細選択することも可能です。

より早い検索を行うために下記を選択して下さい

◇ AI機能非搭載カメラ → アラーム設定

◇ AI機能搭載カメラ → インテリジェント

機能で選択

詳細選択

録画映像のリモート再生3



タイムライン上でクリックした時間から再生が始まります。

全てのチャンネルが同時に再生されます。

+ ・ –でタイムラインの時間幅を

拡大・縮小できます。

〇 再生前に同期再生を選択することで、チェックしたチャンネルをすべて同時に

再生し操作することが可能です。

※同期再生を選択しない場合は、チャンネルごとの個別再生になります。

同期再生を選択して、

再生をクリックします。

②① ③④ ⑤ ⑥ ⑦⑧⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬⑭ ⑮ ⑯

①ダウンロード ②同期再生 ③クリップ ④一時停止 ⑤停止 ⑥逆再生 ⑦スロー ⑧早送り

⑨シングルフレーム ⑩音声 ⑪スマート検索 ⑫すべて再生 ⑬すべて停止 ⑭魚眼

⑮メニューレイアウト ⑯全画面表示

※同期再生 タイムライン

※個別再生 タイムライン

チャンネルごとに再生したい時間をクリックします。

それぞれクリックした時間から再生されます。

※ 再生中は設定できません。必ず再生前に設定してください。

選択したチャンネルすべて

同時に再生されます。



〇 リモート接続し、再生画面からバックアップしたい録画データを選択します。

チャンネル・ストリームタイプ・録画タイプ・日時を選択します。

〇 コントロールバーのダウンロードを選択します。

インデックスで選択し、ダウンロードを開始

ダウンロードをクリック

録画映像のリモートバックアップ4



〇 コントロールバーのクリップからもバックアップが可能です。

録画データを選択後、クリップを選択し、チャンネル・時間を指定してバックアップします。

クリップを選択

バックアップしたいウィンドウにチェックを入れ、

タイムライン上で時間軸をスライドし

開始と終了時間を指定します。

チャンネルと時間を指定し、

クリックします。

バックアップ先のフォルダーを

選択します。

ダウンロードを開始



〇 ホームページから、AI検索をクリックします。 〇4つの項目でAI検索ができます。

AI検索5

顔検索

人＆車両検索

← 顔

← 人＆車両

← リピーター

← ナンバープレート

〇 チャンネル、日付、時刻、アラームグループを選択し、[検索]をクリックすると、

この特定の時刻とグループのすべての顔情報を検索できます。

をクリックして検索顔を追加するか、検索した顔のチェックボックスにチェックを入れてから

[手動検索]を選択して検索します。類似性の値を調整して検索してください。

顔画像の追加・削除

バックアップ

◇ チャンネルを選択

◇ 日付、時刻を選択

◇ アラームグループを選択

バックアップ

◇ チャンネルを選択

◇ 日付、時刻を選択

◇ 検索したいタイプを選択

〇 チャンネル、日付、時刻、検索タイプを選択し、[検索]をクリックすると、

指定した時間からすべての人と車両の情報を検索できます。


